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一
九
〇
五
年
三
月
に
、
早
く
も
ム
ー
ジ
ル
は
草
稿
を
出 

版
社
に
持
ち
こ
ん
で
い
る
。「
小
説
の
新
し
い
書
き
方
を
模

索
す
る
、
少
々
常
道
か
ら
逸
れ
る
と
こ
ろ
の
あ
る
作
品
」(
一

九
〇
五
年
三
月
二
二
日
付
け
の
手
紙
。L

 18, B
 14

)
と
し
て
。

と
は
い
え
作
家
が
、
こ
れ
は
前
衛
的
な
傑
作
で
あ
る
と
い

う
主
張
を
巧
み
に
隠
し
た
の
で
、
売
れ
行
き
が
良
か
っ
た

(
一
九
〇
七
年
四
月
に
第
五
刷
が
告
げ
ら
れ
た
)
だ
け
で
な

く
、
ほ
と
ん
ど
の
読
者
は―

―
今
日
で
も
一
部
の
読
者
は

―
―

周
知
の
こ
と
に
し
か
気
づ
か
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
思

春
期
の
寄
宿
生
の
物
語
の
リ
ア
リ
ズ
ム
と
心
理
学
だ
。
当

時
は
数
年
間
に
わ
た
っ
て
、
学
校
小
説
が
好
況
を
呈
し
て

い
た
。
一
九
〇
二
年
に
エ
ー
ミ
ー
ル
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
小

説
<
友
ハ
イ
ン
>
と
リ
ル
ケ
の
短
編
<
体
操
の
時
間
>
が
出

て
、
四
年
後
に
は
フ
ラ
ン
ク
・
ヴ
ェ
ー
デ
キ
ン
ト
の
<
春
の

め
ざ
め
>
が
初
演
さ
れ
た
。
同
じ
年
に
『
テ
ル
レ
ス
』
と
と

も
に
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
の
小
説
<
車
輪
の
下
>
が
出
た
。

学
校
教
育
改
革
論
に
の
め
り
込
ん
だ
読
者
は
、
ム
ー
ジ
ル 

 

の
中
心
人
物
た
ち
の
独
力
で
認
識
を
得
よ
う
と
す
る
姿
勢

を
、
伝
統
的
な
学
校
制
度
に
対
す
る
批
判
と
解
釈
し
た
。

「
多
く
の
人
は
、<
告
白
本
>
で
は
な
い
に
し
て
も
<
体
験
談
>

を
眼
前
に
し
て
い
る
と
思
っ
た
。
と
り
わ
け
教
育
者
た
ち

は
ぼ
く
か
ら
<
さ
ら
に
詳
し
い
こ
と
>
を
聞
き
た
が
っ
た
。

ぼ
く
は
回
答
を
送
っ
て
、
力
の
限
り
連
中
を
い
や
と
い
う

ほ
ど
が
っ
か
り
さ
せ
て
や
っ
た
」(M

 II/ 1/ 69, P
 967

)
。 

 

サ
デ
ィ
ズ
ム
や
同
性
愛
と
い
っ
た
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な

テ
ー
マ
で
ス
パ
イ
ス
を
利
か
せ
た
幼
年
学
校
小
説
と
い
う

仮
面
の
背
後
に
、
果
敢
な
哲
学
的
小
説
が
隠
れ
て
い
る
こ

と
を
見
抜
い
た
の
は
、
ご
く
少
数
だ
っ
た
。
す
で
に
ム
ー
ジ

ル
の
処
女
作
に
お
い
て
も
、
筋
や
外
観
は
、
精
神
的
な
内
容

を
表
現
す
る
た
め
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
。『
テ
ル
レ
ス
』
に

は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ニ
ー
チ
ェ
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
、
一

九
〇
〇
年
前
後
の
認
識
論
や
、
今
日
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
や
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
・
フ
ロ
イ
ト
な
ど
の
名
前

と
結
び
つ
け
ら
れ
る
人
間
科
学
に
お
け
る
、
画
期
的
な
変 
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た
だ
し
こ
の
累
積
三
〇
〇
〇
、
四
〇
〇
〇
、
五
〇
〇
〇
部
増
刷
の
告
知
は
「
倒
産
に
瀕
し
た
出
版
社
の
宣
伝
に
よ
る
ト
リ
ッ
ク
」
だ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。(C

orino, M
usil-F

orum
, 2012 / 13, S

. 281) 
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